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２
年
ご
と
に
।
ෟ
さ
れ
る
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
が
、
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。
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平
成
24
・
25
年
度
と
ຎ
一
で
す
。

▼
ۉ

ׂ
額

　

年
額
４
７
，
９
０
０
円

▼
所
ಘ
ׂ


　

９
・
26
㌫

　

１
人
当
た
り
の
年
間
保
険
料
額
は
、

「
࣎

割
額
↫
所
得
割
額
（
࠱
ೊ
ৌ
除

後
の
総
所
得
金
額
↮
９
・
26
㌫
）
」
で
す
。

※
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
上
ॻ
額
が

57
Ⴏ
円
に
ဦ

に
な
り
ま
す
。
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平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
軽
減
対

象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
う
ち
、

࣎

割
額
の
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の

対
象
者
が
ޫ
大
さ
れ
ま
し
た
。
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▼
̕
ׂ
軽
減

　

࠱
ೊ
ৌ
除
（
33
Ⴏ
円
）
を

え
な
い

్
സ
で
、
ྈ
保
険
者
全
員
が
年
金
ମ
入

80
Ⴏ
円
以
下
（
そ
の
ほ
か
の
各
種
所
得

が
な
い
場
合
）

▼
̔
・
̑
ׂ
軽
減

　

࠱
ೊ
ৌ
除
（
33
Ⴏ
円
）
を

え
な
い

్
സ

▼
̑
ׂ
軽
減

　

࠱
ೊ
ৌ
除
（
33
Ⴏ
円
）
↫
「
24
・

５
Ⴏ
円
↮
్
സ
の
ྈ
保
険
者
数
」
を


え
な
い
్
സ

▼
̎
ׂ
軽
減

　

࠱
ೊ
ৌ
除(

33
Ⴏ
円)

↫£

45
Ⴏ
円

↮
్
സ
の
ྈ
保
険
者
数¤
を

え
な
い

్
സ

ͷ
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ྈ
保
険
者
の
総
所
得
金
額
な
ど
が

「
࠱
ೊ
ৌ
除(

33
Ⴏ
円)

↫
58
Ⴏ
円
」

を

え
な
い
人

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
資
格
を
得

た
日
の
前
日
ま
で
ྈ
用
者
保
険
加
入

者
に
࿕
養
さ
れ
て
い
た
人
は
、
࣎


割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額

ฏ ��ऀྸߴظޙ
ҩྍอݥのおΒͤ

ҩऀྸߴظޙΔ͑ࢧΛऀྸߴ ʢྍࣸਅΠϝʔδʣ

は
߀
か
り
ま
せ
ん
。
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今
月
か
ら
、
平
成
26
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
݃

ମ
が
始
ま
り
ま
す
。

　

݃

ମ
の
対
象
に
な
る
人
に
は
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
݃

ମ
保
険
料
額

決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
݃


ମ
保
険
料
額
な
ど
が
記
ੑ
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

݃

ମ
と
し
て
、
４
月
・
６
月
・
８

月
分
が
特
အ

ମ
（
年
金
か
ら
の
ਮ
引

き
）
に
な
る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
平
成
25
年
度
の
保
険
料
が
年
金
支
ࢊ

月
か
ら
の
特
အ

ମ
だ
っ
た
人
で
、

平
成
26
年
２
月
に
支
ࢊ
さ
れ
た
年
金

か
ら
特
အ

ମ
さ
れ
た
人

・
平
成
25
年
度
の
４
月
か
ら
９
月
に
資

格
を
取
得
し
、
平
成
25
年
度
の
保
険

料
が
࿘
通

ମ
だ
っ
た
人

※
݃

ମ
と
な
る
人
の
保
険
料
は
、
平

成
26
年
度
所
得
が
確
定
し
た
後
の
７

月
に
本

定
が
行
わ
れ
て
保
険
料
額

が
決
定
す
る
た
め
、
７
月
に
「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

˙
݈
߁

ࠪ
Λ
ड

͠
·
͠
Ỷ
͏

　

町
で
は
、
ྈ
保
険
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
健
康
ఒ
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

健
ఒ
を
受
ఒ
す
る
こ
と
は
、
૱
病
の

೨
期
発
।
・
೨
期

療
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ၭ
れ
ず
に
受
ఒ
し
て
、
自
分
の
体

と
健
康
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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問
ఒ
・
身
体
測
定
・
े
پ
・
े
中
઼


検
査
・
ࠏ
ࡀ
能
検
査
・
े

検
査
・

ໝ
検
査
・
࿆
े
検
査
・
心
ไ

検
査
な
ど

ͷ
ࣗ
ݾ
ෛ
୲
ֹ

　

８
０
０
円

※
が
ん
検
ఒ
・
ॆ
ޮ
検
査
を
တ
せ
て
受

ఒ
す
る
場
合
は
、
အ
๒
自
ঃ

担
が

必
要
で
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
あ
ん
ま
・

は
り
・
き
⅞
う
の

療
を
受
け
る
場
合

に
、
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

使
用
で
き
る

療
ॏ(

１
人
当
た
り
１
，

０
０
０
円
の
５
ႚ)

を
ᅧ
用
で
き
ま
す
。

　


療
ॏ
は
、
町
と
協
定
を
ॆ
ん
で
い

る
施
術
院
で
使
用
で
き
ま
す
。
必
要
な

人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
ྈ
保
険
者
証

と
印
か
ん
を
お
持
ち
の
上
、
町
住
民
生

活
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

　

４
月
１
日
（
火
）
～
平
成
27
年
３
月

31
日
（
火
）
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共
働
き
家
ฎ
な
ど
の
ഄ
加
で
、
家
事

や
子
育
て
に
౺
ࣈ
的
に
参
加
す
る
ඎ
性

が
ഄ
え
て
い
ま
す
。

　

ඎ
性
の
皆
さ
ん
に
、
ඎ
ஆ
共
ຎ
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
家
事
ඎ
（
カ
ジ
ダ
ン
）」、「
育
⌑
（
イ

ク
ジ
イ
）」、
「
イ
ク
メ
ン
」
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ષ
た
ち
家
ഗ
に
੧
年
、
Ⴭ
が
අ
生
し

ま
し
た
。
අ
生
に
ཕ
い
ਿ
が
育
ૌ
休
ݐ

を
取
得
し
、
さ
ら
に
家
事
の
ほ
と
ん
ど

を
ਿ
に
任
せ
っ
き
り
に
し
て
い
る
状
ࢴ

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

家
事
に
つ
い
て
も
、
実

に
し
て
み

る
と
思
っ
て
い
た
以
上
に
大
ဦ
で
、
そ

れ
と
育
ૌ
を
ᆋ
立
す
る
と
な
る
と
、
大

ဦ
な
労
力
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
年
か
ら
ਿ
が
仕
事
に

ࡁ
し
、
お

ঘ
い
に
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
家
事
な
ど
は
協
力
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
仕
事
・
家
事
・
育
ૌ

と
ਿ
が
ၮ
し
く
な
る
こ
と
は
分
か
っ
て

い
る
の
で
、
少
し
で
も
ਿ
の

担
を
軽

減
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

家
事
や
育
ૌ
を
あ
ま
り
し
た
こ
と
が

な
い
自
分
が
今
す
∈
協
力
で
き
る
こ
と

は
、
子
供
と
ᄦ
∭
こ
と
。
自
分
自
身
の

リ
フ
⊉
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
も
、
子
ど
も

と
௳
れ
合
う
時
間
を
大
切
に
ݦ
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
⇔
・
⇑
）
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ඎ
性
の
皆
さ
ん
方
が
日
ご
ろ
の
家
事

や
子
育
て
に
ဈ

さ
れ
て
い
る
様
子
を

∔
∩
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
す
る

は
、
૽
ఊ
お
よ
び
子
育

て
に
つ
い
て
の
意
।
な
ど
を
町
総
務

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　

（
内
線
２
４
１
）

家事や子育てに奮闘する
男 性 を ご 紹 介 ⑤

່ͷҭٳΛऴ͑ɺ৬෮͢ؼΔ͍ͨ͠ྗڠʹ࠺
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日
本
国
内
に
住
む
全
て
の
人
は
、
20

歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
の
ྈ

保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
を
納
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
学
生
に
は
、

「
学
生
納
付
特
ᆰ

度
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
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日
本
の
学
校
に
在
学
す
る
20
歳
以
上

の
人
で
、
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
人
が
、
申
請
し
て

認
さ

れ
る
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納

付
が
ᄠ
予
（
先
送
り
）
さ
れ
る

度
で

す
。
前
年
所
得
が
一
定
額
を

え
て
い

て
も
申
請
時
点
で
ᅲ
職
し
て
お
り
、
ᅲ

職
ླ
ま
た
は
雇
用
保
険
受
ࢊ
資
格
者
証

な
ど
の
૽
し
を
提
出
す
れ
∧
、
特
ᆰ
で


認
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

　

大
学
（
院
）
・
ൾ
大
・
高
校
・
専
門

学
校
な
ど
日
本
の
学
校
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
（
ჼ
間
・
定
時

・
通

௹

課
程
の
学
生
も
含
む
）

※
一
部
対
象
に
な
ら
な
い
大
学
（
院
）・

専
門
学
校
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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特
ᆰ
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
計


さ
れ
ま
す
が
、
ᇢ
齢
࠱
ೊ
年
金
額
の
計


に
は
入
り
ま
せ
ん
。

認
を
受
け
た

期
間
は
、
保
険
料
の
෪
納
を
お
߬
め
し

ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
ᆰ
の
申
請
を
せ

ず
に
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
ສ

の
事
故
や
病
ࡃ
で
障
が
い

が
ગ
っ
た
と
き
に
、
障
害
࠱
ೊ
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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年
金
手
帳
と
学
生
証
な
ど
学
生
で
あ

る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
（
ൊ
理
人

が
申
請
す
る
場
合
は
、
特
ᆰ
を
受
け
る

人
の
印
か
ん
も
必
要
）
を
持
っ
て
、
町

住
民
生
活
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
度
、
こ
の

度
で

認
し
て
い

る
人
も
、

新
が
必
要
で
す
。

ொ ॅ ຽ ੜ ׆ ՝ Ͱ ਃ  ͠ ͯ ͘ ͩ ͞ ͍

国 民 年 金 の
学生納付特例制度
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